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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】全方向からの適度な通気性と適度な保湿性とが 
確保でき、撹拌が容易で、微生物の働きが活発になり分 
解が早く、分解に必要な撹拌が可能で、不快な臭いの発 
生と虫の発生を抑えることができる食品残渣物堆肥化装 
置を提供する。
【解決手段】食品残渣物が投入される通気性を有する処 
理用袋（内袋）と、通気性を有する外袋と、処理用袋に 
投入され、食品残渣物を発酵させるための基材を備える 
。袋は両サイドに大きく開くダブルファスナーにより保 
湿性および通気性を調整する機能を備える。外袋に、処 
理用袋が収納されることで、二重袋構造となり、処理用 
袋の機能により通気性と保湿性とが調整される。さらに 
ハンドルが上下左右の４方向についており、本体全体を 
容易に回転させて十分な撹拌が可能である。それにより 
、微生物による分解速度が早まり不快な臭いの発生が抑 
制できる。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　5　　書面　（全8頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
食 品 残 渣 物 が 投 入 さ れ る 通 気 性 を 有 す る 処 理 用 袋 （ 内 袋 ） と 、 前 記 処 理 用 袋 （ 内 袋 ） が 収  
納 さ れ る 通 気 性 を 有 す る 外 袋 と 、 前 記 処 理 用 袋 （ 内 袋 ） に 投 入 さ れ 、 食 品 残 渣 物 を 発 酵 さ  
せ る た め の 基 材 と を 備 え て 、 そ の 上 下 部 と 両 側 面 に 一 対 、 合 計 ４ つ の ハ ン ド ル が 設 け ら れ  
た バ ッ グ 型 容 器 に 形 成 さ れ 、 水 と 熱 で 劣 化 せ ず 通 気 性 の 高 い シ ー ト で 形 成 さ れ た 全 方 向 通  
気 可 能 な 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 外 袋 、 ま た 請 求 項 １ 記 載 の 処 理 用 袋 （ 内 袋 ） は 、 い ず れ も れ も そ の 開 口 縁 部 に 両 サ イ  
ド に 大 き く 開 く と こ と の で き る ダ ブ ル フ ァ ス ナ ー が 設 け ら れ た 請 求 項 １ 記 載 の 食 品 残 渣 物  
堆 肥 化 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ の 処 理 用 袋 （ 内 袋 ） の 中 に 入 れ る 基 材 に は 、 粉 砕 し た 竹 と 籾 殻 を 炭 化 し た も の に  
米 ぬ か と 竹 炭 を 使 用 し た 請 求 項 １ か ら ２ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 基 材 に よ り 前 記 食 品 残 渣 物 を 数 ヶ 月 間 投 入 し た の ち に 、 前 記 外 袋 か ら 請 求 項 １ 記 載 の  
処 理 用 袋 （ 内 袋 ） を 取 り 出 し 、 そ の ま ま 前 記 食 品 残 渣 物 と を 発 酵 さ せ る こ と が で き る 請 求  
項 １ か ら ３ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 基 材 に よ り 前 記 食 品 残 渣 物 を 数 ヶ 月 間 投 入 し た の ち に 、 前 記 食 品 残 渣 物 と を 発 酵 さ せ  
、 前 記 食 品 残 渣 物 と を 発 酵 が 完 了 し た の ち 、 再 び 、 前 記 外 袋 、 ま た 請 求 項 １ 記 載 の 処 理 用  
袋 （ 内 袋 ） に 食 品 残 渣 物 を 投 入 し 分 解 を 開 始 で き る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か の 項 に 記 載  
の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 に 関 す る も の で あ る
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 設 置 型 コ ン ポ ス ト 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 生 ゴ ミ 堆 肥 化 容 器 は 、 容 器 の 下 部  
に 通 風 用 の 穴 を 設 け 、 容 器 の 底 部 に 網 板 を 敷 き 、 そ の 上 か ら 胴 部 を 置 き 、 そ の 上 に 蓋 を 被  
せ た も の で あ る 。
攪 拌 で き な い こ と に よ る 生 ゴ ミ の 腐 敗 に よ り 、 ネ ズ ミ や 狸 な ど 獣 の 餌 に な る た め 害 獣 被 害  
、 悪 臭 、 虫 の 発 生 な ど の 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 い っ ぱ い に な っ た 後 の 移 動 は 重 労 働 、 さ ら  
に 、 設 置 す る た め に は 庭 が 必 要 で 、 都 市 部 な ど で は 活 用 不 可 能 で あ っ た 。 生 ゴ ミ の 処 分 に  
は 自 治 体 か ら の 回 収 に 頼 る し か な い 状 況 が あ っ た 。 ま た 、 昭 和 後 期 よ り 放 置 さ れ て き た 竹  
林 が 増 大 し 、 雨 季 な ど 各 地 域 に 竹 害 に よ る 土 砂 災 害 や 通 年 に わ た る 鳥 獣 被 害 が 多 発 し て い  
た 。 竹 害 と 生 ゴ ミ 問 題 が と て も 身 近 に あ っ た 。 平 素 、 デ ザ イ ン や 物 作 り 、 販 売 な ど を 生 業  
と し て い る た め 、 自 分 に も で き る こ と が あ る の で は な い か と 感 じ た た め 。 コ ン ポ ス ト は 従  
来 の よ う な 埋 め 込 み 式 で は 条 件 が 多 す ぎ て 普 及 し な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ６ － ４ ０ ３ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － ２ ７ ８ ５ ７ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ２ ２ － ０ ６ ０ １ ７ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 生 ゴ ミ の 可 燃 処 理 を 軽 減 す る た め 、 生 ゴ ミ を 減 ら す 必 要 が あ る 。 竹 害 被 害 を 解 決 す る た  
め の 竹 林 整 備 か ら 出 る 廃 竹 の 活 用 の 活 性 化 、 食 料 問 題 に 向 け て の 家 庭 菜 園 の 促 進 、 設 置 型  
コ ン ポ ス ト が 設 置 で き な い 場 所 で の 生 ご み 処 理 活 動 の 欠 点 を 解 決 し よ う と す る も の で あ る
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 生 ご み の 堆 肥 化 方 法 は 、 有 機 系 多 孔 質 多 空 間 形 成 の 材 料 ま た  
は 無 機 系 多 孔 質 多 空 間 形 成 の 材 料 を 生 ご み と 共 に 通 気 性 容 器 に 入 れ て 醗 酵 さ せ る も の で あ  
り 、 こ れ ら 多 孔 質 多 空 間 形 成 の 材 料 を 混 合 す る こ と に よ っ て 良 好 な 醗 酵 を 得 る こ と が で き  
る と い う も の で あ る 。 ま た 、 通 気 性 容 器 と し て 、 醗 酵 袋 を 外 袋 と し 、 そ の 外 袋 の 内 側 に メ  
ッ シ ュ 状 で 可 撓 性 の 合 成 樹 脂 等 で 製 作 の 処 理 用 内 袋 を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 生 ゴ ミ 堆 肥 化 容 器 で は 、 蓋 と 胴 部 と の 隙 間 、 容 器 下 部 の 通 風 用 の 穴  
か ら 通 気 す る こ と か ら 、 蓋 、 胴 部 お よ び 容 器 は 通 気 し な い 素 材 に よ り 形 成 さ れ て い る と 思  
わ れ る 。 従 っ て 、 投 入 さ れ た 食 品 残 渣 物 の 位 置 に よ っ て は 、 通 気 性 や 保 湿 性 に 偏 り が 生 じ  
る 。 ま た 、 胴 部 が 下 方 か ら 、 ま た は 蓋 を 開 け た と き の 上 方 か ら し か 通 気 し な い た め 、 夏 季  
な ど は 胴 部 内 の 温 度 が 上 昇 し 過 ぎ る お そ れ が あ り 、 水 分 が 逃 げ な い た め 水 分 過 多 に な る お  
そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 生 ご み の 堆 肥 化 方 法 で は 、 生 ご み が 通 気 性 容 器 に 入 れ ら れ 、 醗 酵 さ  
せ ら れ る の で 、 通 気 性 は 充 分 で あ る が 、 水 分 が 低 下 し 過 ぎ る お そ れ が あ る 。 ま た 、 通 気 性  
容 器 に 止 ま っ た 虫 が 通 気 性 容 器 に 卵 管 を 刺 し 、 卵 を 産 み 付 け る お そ れ が あ る 。
　 更 に 、 特 許 文 献 ２ の 生 ご み の 堆 肥 化 方 法 で は 、 通 気 性 容 器 が メ ッ シ ュ 状 の 袋 を 処 理 用 内  
袋 と し 、 可 撓 性 を 有 し 且 つ 非 通 気 性 の 袋 を 外 袋 と し て 、 そ の 外 袋 に 通 気 孔 を 穿 設 す る こ と  
が 記 載 さ れ て い る が 、 非 通 気 性 の 袋 に 通 気 孔 を 穿 設 し た だ け で は 、 通 気 性 が 良 好 で あ る と  
は 言 い 難 い 。 ま た 特 許 文 献 ３ は 、 家 庭 で の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 と し て は 非 常 に 小 さ く 、  
単 体 の 使 用 期 間 が 短 い た め 、 消 費 者 の 負 担 と な る 。 ま た 、 移 動 手 段 と し て 使 用 可 能 な ハ ン  
ド ル が 上 部 に つ い て い る だ け で 、 全 体 を 撹 拌 す る こ と は で き な い た め 、 分 解 も 遅 く な り 虫  
な ど の 発 生 の リ ス ク も 上 が る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 考 案 は 、 ２ ０ Ｌ の 基 材 を 楽 に 撹 拌 で き る サ イ ズ の 袋 を 使 用 し 、 適 度 な 通 気 性 と  
適 度 な 保 湿 性 と が 確 保 で き る こ と で 、 微 生 物 の 働 き が 活 発 に な り 分 解 が 早 く な る こ と で 、  
不 快 な 臭 い の 発 生 と 虫 の 発 生 と を 抑 え る こ と が で き る 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 お よ び 食 品 残  
渣 物 堆 肥 化 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
老 人 や 子 供 で も 移 動 可 能 な バ ッ グ 型 な の で 、 使 用 も 交 換 も 手 軽 に 行 え る 。 全 方 向 に 持 ち 手  
が 付 い て い る た め 生 ゴ ミ の 分 解 に 必 要 な 攪 拌 が 容 易 に で き る 。 設 置 場 所 が 最 小 に と ど ま る  
コ ン パ ク ト な サ イ ズ 。 廃 竹 や 、 産 廃 で あ る 「 籾 殻 」 を 活 用 す る こ と で 、 産 廃 を 軽 減 な ど 、  
こ れ ら の 要 素 に よ り 従 来 の 設 置 型 コ ン ポ ス ト で は ク リ ア で き な か っ た 問 題 点 を 解 決 し て い  
る
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 及 び 方 法 は 、 通 気 性 を 有 し 、 Ｗ フ ァ ス ナ ー 付 き の 内 袋 と  
通 気 性 を 有 す る 外 袋 （ ４ 方 向 に ハ ン ド ル 付 き ） か ら 成 る 。 こ の 二 重 袋 構 造 に よ り 、 適 度 な  
通 気 性 と 保 湿 性 を 確 保 し 、 微 生 物 の 活 動 を 活 発 化 さ せ て 分 解 を 促 進 し 、 不 快 な 臭 い や 虫 の  
発 生 を 抑 制 す る 。 従 来 の 設 置 型 コ ン ポ ス ト で は 、 攪 拌 不 可 能 で 生 ゴ ミ が 腐 敗 し 、 ネ ズ ミ や  
狸 な ど 害 獣 に よ る 被 害 、 悪 臭 、 虫 の 発 生 な ど の 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 満 杯 時 の 移 動 が 困 難  
で 、 都 市 部 で は 設 置 ス ペ ー ス の 問 題 も あ っ た 。 本 考 案 に よ り 、 家 庭 で の 生 ゴ ミ 処 理 が 可 能  
と な り 、 自 治 体 の ゴ ミ 処 理 コ ス ト 軽 減 、 廃 竹 活 用 に よ る 竹 害 対 策 の 促 進 、 地 域 住 民 へ の 意  
識 付 け セ ミ ナ ー 開 催 、 家 庭 菜 園 の 活 性 化 と 経 済 的 負 担 の 軽 減 な ど の 効 果 が 期 待 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
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【 図 １ 】 グ ル グ ル コ ン ポ ス ト バ ッ グ 外 観   サ イ ズ
【 図 ２ 】 外 袋   概 要
【 図 ３ 】 処 理 用 内 袋   概 要
【 図 ４ 】 グ ル グ ル コ ン ポ ス ト バ ッ グ の 中 で 生 ゴ ミ を 分 解 す る も の
【 図 ５ 】 使 用 開 始 時 の 説 明
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
本 考 案 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 １ ０ は 、 生 ご み な ど の 食 品 残 渣 物 を 発 酵 さ せ て 堆 肥 と  
す る 容 器 で あ る 。
　 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 ［ 図 １ ］ は 、 食 品 残 渣 物 が 投 入 さ れ る 通 気 性 を 有 す る 処 理 用 内 袋  
と 、 処 理 用 内 袋 が 収 納 さ れ る 通 気 性 を 有 す る 外 袋 と 、 食 品 残 渣 物 を 発 酵 さ せ る た め の 基 材  
［ 図 ４ ］ と 、 微 生 物 の 餌 と な る 竹 炭 入 り の 米 ぬ か が セ ッ ト に な っ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 処 理 用 袋 は 、 い ず れ も 全 面 が 厚 手 の 防 草 シ ー ト に よ り 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 １  
で は 、 処 理 用 袋 は 、 防 草 シ ー ト に よ り 形 成 さ れ て い る こ と で 、 全 方 向 の 通 気 性 だ け で な く  
、 充 分 な 耐 久 性 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 処 理 用 袋 は 防 草 シ ー ト を 裁 断 工 場 に て 裁 断 し 、 縫 製 工 場 で 製 作 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ［ 図 １ ］ 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 処 理 用 袋 外 袋 ・ 処 理 用 内 袋 の 開 口 部 を 閉 じ た と き の 正 面  
視 が 、 上 底 の 方 が 下 底 よ り 長 い 台 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 処 理 用 袋 ２ の 底 面 は 、 四 角 形 状  
に 形 成 さ れ て い る 。 簀 子 な ど を 敷 い て 底 部 の 通 気 も 確 保 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 外 袋 ［ 図 ２ ］ は 、 袋 本 体 の 上 部 側 部 に 一 対 の ハ ン ド ル ▲ １ ▼ ▲ ２ ▼ ▲ ３ ▼ ▲ ４ ▼ が 形 成  
さ れ た 通 気 性 を 有 す る バ ッ グ 型 容 器 で あ る 。 外 袋 ［ 図 ２ ］ 処 理 用 内 袋 ［ 図 ３ ］ の 開 口 縁 部  
に は 、 開 け た り 閉 め た り す る た め の フ ァ ス ナ ー ▲ ５ ▼ ▲ ６ ▼ が 形 成 さ れ て い る 。 外 袋 は 、  
処 理 用 内 袋 と 同 じ 素 材 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 樹 脂 繊 維 に よ る 厚 手 の 防 草 シ ー ト に よ り 形  
成 さ れ て お り 、 通 気 性 だ け で な く 、 充 分 な 耐 久 性 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 基 材 ［ 図 ２ ］ は 、 竹 害 対 策 に よ る 竹 林 整 備 か ら 出 る 廃 竹 を 粉 砕 し た 竹 チ ッ プ と 籾 殻 の 燻  
炭 等 の 自 然 由 来 の 素 材 を 組 み 合 わ せ た も の で あ る 。 竹 炭 入 り の 米 ぬ か と セ ッ ト で ２ ０ Ｌ が  
添 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 実 施 の 形 態 １ に 係 る 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 に よ る 堆 肥 化 方 法 を  
［ 図 ５ ］ に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 ［ 図 ２ ］ に 示 す 外 袋 の フ ァ ス ナ ー ▲ ５ ▼ を 開 け 、 処 理 用 内 袋 ［ 図 ３ ］ を 入 れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 ［ 図 ５ ］ に 示 す よ う に 、 外 袋 の 袋 本 体 に 入 れ た 処 理 用 袋 に 、 基 竹 チ ッ プ 基 材 ▲ ２  
▼ と 、 米 ぬ か ▲ ３ ▼ 、 水 ５ ０ ０ ｃ ｃ を 投 入 し て 、 生 ご み な ど の 食 品 残 渣 物 を ３ ０ ０ ｇ ／ 日  
を 目 安 に 投 入 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 投 入 前 に ４ 方 向 の ハ ン ド ル を 持 っ て 回 転 さ せ て 撹 拌 す る 。 外 袋 の フ ァ ス ナ ー ▲ ５ ▼ 、 処  
理 用 内 袋 の フ ァ ス ナ ー ▲ ６ ▼ を 開 き 、 食 品 残 渣 物 を 投 入 し た 後 は 、 処 理 用 内 袋 の フ ァ ス ナ  
ー ▲ ６ ▼ 、 外 袋 の フ ァ ス ナ ー ▲ ５ ▼ を 閉 じ 、 再 び ４ 方 向 の ハ ン ド ル を 持 っ て 回 転 さ せ て 撹  
拌 す る 。
こ れ で 準 備 は 完 了 で あ る 。 そ う す る こ と で 、 内 部 の 水 分 が 蒸 発 す る こ と が 抑 止 さ れ 、 適 度  
に 保 湿 性 が 維 持 さ れ る 。 ま た 、 フ ァ ス ナ ー を 閉 じ る こ と で 、 外 袋 の 上 部 開 口 部 は 隙 間 が 無  
く な る た め 、 開 口 部 か ら の 虫 の 侵 入 を 阻 止 す る こ と が で き る 。 撹 拌 が で き な く な る ま で ２  
ヶ 月 程 度 続 け る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 次 に 、 ２ ヶ 月 程 度 の 食 品 残 渣 物 の 投 入 が 終 わ る と 、 内 袋 の フ ァ ス ナ ー ▲ ６ ▼ を 閉 め た 状  
態 の ま ま 、 外 袋 よ り 取 り 出 し 、 食 品 残 渣 物 が 発 酵 し た 堆 肥 を 熟 成 さ せ る 。 熟 成 は 、 ３ 週 間  
程 度 で あ る が 、 １ 週 間 に ３ 回 程 度 回 転 さ せ る 。 こ の 間 、 他 の 処 理 用 内 袋 や 、 竹 チ ッ プ 基 材  
が な い 場 合 は 、 処 理 用 内 袋 と 竹 チ ッ プ の セ ッ ト を 購 入 し 、 初 め と 同 じ よ う に 外 袋 に セ ッ ト  
し て 食 品 残 渣 物 の 投 入 を 始 め る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に し て 熟 成 期 間 で あ る ３ 週 間 が 経 過 す る と 、 完 全 に 堆 肥 と な っ て い る た め 、 次  
に 、 ガ ー デ ニ ン グ を 行 う こ と が で き る 。 処 理 用 内 袋 の フ ァ ス ナ ー ▲ ６ ▼ を 開 け て 、 外 側 へ  
折 り 曲 げ 、 中 に 半 分 く ら い の 土 を 入 れ て 、 植 木 鉢 と し て 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 日 当 た り の よ い 場 所 で 、 水 や り を こ ま め に 行 う こ と で 、 植 物 を 大 き く 生 長 さ せ る  
こ と が で き る 。 多 数 の 種 か ら 芽 が 数 多 く 延 び た と き に は 間 引 き を 行 う 。
　 こ の よ う に し て 使 用 者 は 、 堆 肥 化 だ け で な く 、 ガ ー デ ニ ン グ に 楽 し む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 の 形 態 １ に 係 る 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 ［ 図 １ ］ に よ れ ば 、 ［ 図 ２ ］  
に 示 す 外 袋 に 、 ［ 図 ３ ］ の 処 理 用 内 袋 が 収 納 さ れ る こ と で 、 二 重 袋 構 造 と な る た め 、 外 袋  
に 処 理 用 内 袋 が 収 納 さ れ て い る こ と で 、 二 重 袋 構 造 と な る の で 、 充 分 な 強 度 を 確 保 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 よ っ て 、 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 ［ 図 １ ］ は 、 ４ 方 向 の ハ ン ド ル を 持 っ て 回 転 さ せ て 撹 拌  
た め 、 適 度 な 通 気 性 と 適 度 な 保 湿 性 と が 確 保 で き る の で 、 微 生 物 の 働 き が 活 発 に な り 分 解  
が 早 く な る こ と で 不 快 な 臭 い の 発 生 を 抑 え る こ と が っ で き る と 共 に 、 虫 の 発 生 を 阻 止 ま た  
は 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 外 袋 ［ 図 ２ ］ が 袋 本 体 の 上 部 に 一 対 の ハ ン ド ル ▲ １ ▼ が 形 成 さ れ た バ ッ グ 型 容 器  
に 形 成 さ れ て い る た め 、 ベ ラ ン ダ で 堆 肥 化 を 行 う と き に 掃 除 や 片 づ け な ど を 行 う 場 合 で も  
、 簡 単 に 持 ち 上 げ 移 動 さ せ る こ と が で き 、 持 ち 運 び に 便 利 で あ る 。 ま た 、 フ ァ ス ナ ー ▲ ５  
▼ ▲ ６ ▼ を 閉 め る こ と で 、 簡 単 に 開 口 部 か ら の 虫 の 混 入 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 考 案 の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 は 、 食 品 残 渣 物 が 投 入 さ れ る 通 気 性 を 有 す る 処 理 用 袋 と  
、 前 記 処 理 用 袋 が 収 納 さ れ る 通 気 性 を 有 す る 外 袋 と 、 前 記 処 理 用 袋 に 投 入 さ れ 、 前 記 食 品  
残 渣 物 を 発 酵 さ せ る た め の 微 生 物 を 多 く 保 有 す る 基 材 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で  
あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 考 案 の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 方 法 は 、 食 品 残 渣 物 が 投 入 さ れ る 通 気 性 を 有 す る 処 理  
用 袋 を 、 通 気 性 を 有 す る 外 袋 に 収 納 し 、 前 記 食 品 残 渣 物 と 、 前 記 食 品 残 渣 物 を 発 酵 さ せ る  
た め の 基 材 と を 投 入 す る し 、 前 記 基 材 に よ り 前 記 食 品 残 渣 物 と を 発 酵 さ せ 、 さ ら に 発 酵 完  
了 し た 基 材 に 米 ぬ か と 水 を 加 え る こ と で 、 繰 り 返 し 食 品 残 渣 物 処 理 に 使 用 で き る も の で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 考 案 の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 お よ び 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 方 法 に よ れ ば 、 外 袋 と 処 理 用 袋  
と は 通 気 性 を 有 し て い る 。 従 っ て 、 処 理 用 袋 内 の 湿 気 が 外 袋 の 外 へ 流 れ た り 、 外 袋 の 外 か  
ら 空 気 が 処 理 用 袋 内 に 流 れ た り す る が 、 外 袋 と 処 理 用 袋 と の 間 に 空 気 層 が で き る の で 、 直  
接 、 処 理 用 袋 内 の 湿 気 が 外 へ 逃 げ ず に 、 一 旦 空 気 層 に 溜 ま り 、 外 袋 の 外 へ 逃 げ る よ う に な  
る 。 そ の た め 、 外 袋 お よ び 処 理 用 袋 の 両 方 が 通 気 性 を 有 し て い て も 、 通 気 が 過 度 に 行 わ れ  
ず 、 多 湿 に な っ た り 湿 度 が 低 下 し 過 ぎ た り す る こ と が 防 止 で き る 。 ま た 、 二 重 袋 構 造 で あ  
る た め 獣 害 に 破 ら れ る こ と も な く 、 虫 の 侵 入 や 発 生 を 抑 止 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 外 袋 は 、 そ の 上 部 、 両 側 面 に 一 対 の ４ つ の ハ ン ド ル が 設 け ら れ た バ ッ グ 型 容 器 に 形  
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成 さ れ た も の と す る こ と が で き る 。 外 袋 が ハ ン ド ル を 設 け た バ ッ グ 型 容 器 に 形 成 さ れ て い  
る た め 、 ハ ン ド ル を 持 っ て 回 転 さ せ た 攪 拌 し 持 ち 運 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 外 袋 、 処 理 用 内 袋 は 、 そ の 開 口 縁 部 に サ イ ド に 及 ぶ Ｗ フ ァ ス ナ ー が 設 け ら れ た も の  
と す る こ と が で き る 。 サ イ ド に 及 ぶ Ｗ フ ァ ス ナ ー に よ り 、 容 易 に 広 く 、 外 袋 を 開 け た り 閉  
め た り す る こ と が で き る の で 、 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 フ ァ ス ナ ー を 閉  
め る こ と で 、 簡 単 に 外 袋 の 開 口 部 か ら の 虫 の 混 入 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 処 理 用 袋 は 、 そ の 外 底 面 か ら 開 口 縁 部 ま で の 高 さ が 、 前 記 外 袋 の 開 口 縁 部 か ら 内 底  
面 ま で の 深 さ に 形 成 さ れ た も の と す る こ と が で き る 。
　 処 理 用 袋 の 外 底 面 か ら 開 口 縁 部 ま で の 高 さ が 、 外 袋 の 開 口 縁 部 か ら 内 底 面 ま で の 深 さ に  
形 成 さ れ て い る た め 、 処 理 用 袋 の 開 口 縁 部 が 、 外 袋 の 開 口 縁 部 に 接 合 さ れ て と 、 処 理 用 袋  
の 外 底 面 が 外 袋 の 内 底 面 上 に 位 置 す る 。 従 っ て 、 処 理 用 袋 に 重 量 が あ る 基 材 が 投 入 さ れ て  
も 、 外 袋 が 支 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 処 理 用 袋 お よ び 前 記 外 袋 は 、 土 嚢 袋 に 使 用 さ れ る 防 草 シ ー ト 素 材 に よ り 形 成 さ れ た  
も の と す る こ と が で き る 。 処 理 用 袋 が 、 雨 風 に 強 く 通 気 性 を 有 す る の で 、 水 分 が 処 理 用 袋  
お よ び 外 袋 を 通 っ て 放 散 さ れ る 。 従 っ て 、 処 理 用 袋 内 部 の 水 分 量 を 低 下 さ せ る こ と が で き  
、 発 酵 に 適 し た 水 分 量 に 維 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 処 理 用 袋 を 、 植 物 栽 培 用 の プ ラ ン タ ー に し た と き に 、 堆 肥 が で き た 前 記 処 理 用 袋 に  
半 分 の 土 を 加 え 、 苗 な ど を 育 て る こ と が で き る 。 初 心 者 で も 、 本 考 案 の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化  
装 置 を 購 入 す る だ け で 、 食 品 残 渣 物 を 堆 肥 化 し 、 続 け て 、 ベ ラ ン ダ や 空 き ス ペ ー ス に て ガ  
ー デ ニ ン グ を 楽 し む こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 考 案 は 生 ゴ ミ な ど か ら 堆 肥 を 生 成 す る 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
▲ １ ▼ 上 部 持 ち 手 （ ３ ２ ｃ ｍ ）
▲ ２ ▼ 右 持 ち 手 （ １ ８ ｃ ｍ ）
▲ ３ ▼ 左 持 ち 手 （ １ ８ ｃ ｍ ）
▲ ４ ▼ 下 部 持 ち 手 （ １ ８ ｃ ｍ ）
▲ ５ ▼ 外 袋 開 口 口 （ ダ ブ ル フ ァ ス ナ ー ）
▲ ６ ▼ 処 理 用 内 袋 開 口 口 （ ダ ブ ル フ ァ ス ナ ー ）
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 5 月 1 1 日 ( 2 0 2 4 . 5 . 1 1 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
食 品 残 渣 物 が 投 入 さ れ る 通 気 性 を 有 す る 処 理 用 袋 （ 内 袋 ） と 、 前 記 処 理 用 袋 （ 内 袋 ） が 収  
納 さ れ る 通 気 性 を 有 す る 外 袋 と 、 前 記 処 理 用 袋 （ 内 袋 ） に 投 入 さ れ 、 食 品 残 渣 物 を 発 酵 さ  
せ る た め の 基 材 と を 備 え て 、 そ の 上 下 部 と 両 側 面 に 一 対 、 合 計 ４ つ の ハ ン ド ル が 設 け ら れ  
た バ ッ グ 型 容 器 に 形 成 さ れ 、 水 と 熱 で 劣 化 せ ず 通 気 性 の 高 い シ ー ト で 形 成 さ れ た 全 方 向 通  
気 可 能 な 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 外 袋 、 ま た 請 求 項 １ 記 載 の 処 理 用 袋 （ 内 袋 ） は 、 い ず れ も れ も そ の 開 口 縁 部 に 両 サ イ  
ド に 大 き く 開 く と こ と の で き る ダ ブ ル フ ァ ス ナ ー が 設 け ら れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 食 品 残 渣  
物 堆 肥 化 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ の 処 理 用 袋 （ 内 袋 ） の 中 に 入 れ る 基 材 に は 、 粉 砕 し た 竹 と 籾 殻 を 炭 化 し た も の に  
米 ぬ か と 竹 炭 を 使 用 し た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 基 材 の 中 に 前 記 食 品 残 渣 物 を 数 ヶ 月 間 投 入 し た の ち に 、 前 記 外 袋 か ら 請 求 項 １ 記 載 の  
処 理 用 袋 （ 内 袋 ） を 取 り 出 し 、 そ の ま ま 前 記 食 品 残 渣 物 を 発 酵 さ せ る こ と が で き る 請 求 項  
１ ま た は ２ に 記 載 の い ず れ か の 項 に 記 載 の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 基 材 の 中 に 前 記 食 品 残 渣 物 を 数 ヶ 月 間 投 入 し た の ち に 、 前 記 食 品 残 渣 物 を 発 酵 さ せ 、  
前 記 食 品 残 渣 物 の １ １ 発 酵 が 完 了 し た の ち 、 再 び 、 前 記 外 袋 、 ま た 請 求 項 １ 記 載 の 処 理 用  
袋 （ 内 袋 ） に 食 品 残 渣 物 を 投 入 し 分 解 を 開 始 で き る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の い ず れ か の  
項 に 記 載 の 食 品 残 渣 物 堆 肥 化 装 置 。


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment

